
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 225,590 450,000 478,712 924,040

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額　４７８、７１２千円
＜内訳＞
インフラ切替工事　４４８、４８３千円
解体工事　３０、２２９千円

令和4年度予算

予算額　９１９、０００千円
＜内訳＞
解体工事　８９７、０６４千円
解体後施設運用のための設備工事　２１、９３６千円

人工 0.0 0.0 0.0 0.7

人件費 0 0 0 5,040

事業費 225,590 450,000 478,712 919,000

うち特定財源 142,000 322,236 330,179 747,651

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働安全衛生法、大気汚染防止法

他都市の状況

実施結果

インフラ設備の切替工事を予定通りにしゅん工した。また、清掃工場解体工事を発注し工事に着手した。

事業実施における
工夫点

工事を円滑に進めるために、随時、関係部署と調整し臨機応変に業務を進めた。

対象者 札幌市民 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

篠路清掃工場から供給されているインフラ設備を切り離し切り替える工事を実施する。引き続き解体工事を実施す
る。

長期

篠路清掃工場の解体を行う。

取組内容

昭和55年度から稼働開始し、ごみ量が減量したことから平成22年度に廃止した篠路清掃工場について適正に安
全な解体を行い、解体後の用地にリサイクル保管庫を整備する。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
遅延なくインフラ切替工事をしゅん工した。解体工事についても予定通り発注を行い着手した。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き、解体工事を進める。

予算
解体後の跡地利用のための敷地内の整備、及び既存施設運用のた
めの設備設置が必要になるため、解体工事と並行して進める。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

清掃工場の解体後にリサイクル保管庫の建設工事を連続して実施することから、遅れなく事業を進めるため
に先を見通したスケジュール管理をする必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

インフラ切替工事及び清掃工場解体工事は札幌市に登録のある工事業者の一般競争入札で業
者を決定しているため適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

安全で安心な市民生活と衛生的な生活環境を維持するためにごみ処理施設に関する更新計画
等の策定は必要不可欠である。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

インフラ切替工事は予定通りに進めしゅん工した。解体工事についても予定通り年度内で発注を
行い着手した。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

インフラ切替工事の内容は破砕工場等を継続稼働させるために必要最小限の工事規模であり、
事業規模は適切であった。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 指標の設定が難しいため指標なし

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


